
滋賀縣人

令
和
七
年
を
迎
え
、
東
京
滋
賀
県

人
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご
家
族
共
々

お
変
わ
り
な
き
こ
と
と
拝
察
し
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
九
月
の
総
会
で
、
小
林
洋
一
会
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
会
長
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
難
し
い
状
況
の
中
、
四
年
間
県

人
会
の
発
展
の
た
め
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
九
月
に
は
、
四
十
四
年
ぶ
り
に
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝

く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
い
に
盛
り
上
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
、
大
阪
・
関
西
万
博

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
客
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
年
目

を
迎
え
た
日
本
橋
の
「
こ
こ
滋
賀
」
も
、
首
都
圏
に
お
け
る
滋

賀
県
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
県
内
各
市
町
と
連
携
し
て
、

殆
ど
毎
週
、
各
地
域
の
名
産
品
や
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
ら
れ
、
東
京
滋
賀
県
人
会
を
始
め
と
す
る

関
東
地
区
の
各
県
人
会
が
こ
れ
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
当
県
人

会
と
し
て
も
、
本
年
度
か
ら
「
こ
こ
滋
賀
関
係
人
口
事
業
」
を

実
施
し
、
「
こ
こ
滋
賀
」
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
が
八

芳
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
月
知
事
も
ご
出
席
さ
れ
、
大

津
市
出
身
の
三
遊
亭
わ
ん
丈
師
匠
に
「
近
江
八
景
」
を
語
っ
て

い
た
だ
き
、
数
々
の
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

今
年
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
楽
し
く
皆
様
と
の
活
発
な
交
流
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
滋
賀
県
人
会

会
長
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県
人
会
の
活
動
報
告

令
和
六
年
度

近
江
ゆ
か
り
の
会
開
催
！

首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
魅
力
体
験
創
造
に
向
け
、
滋

賀
県
ゆ
か
り
の
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、
「
滋
賀
・
び
わ
湖

ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
及
び
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
フ
ァ
ン
つ

く
り
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
近
江
ゆ
か
り
の

会
」
。
令
和
六
年
度
は
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
に
港

区
白
金
台
の
八
芳
園
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
開
宴
前
に
滋
賀
県
出
身
で
真
打
に
昇
進
し

た
落
語
家
・
三
遊
亭
わ
ん
丈
さ
ん
に
落
語
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
彦
根

市
出
身
の
女
子
競
泳
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
（
二
冠
）
、
大
橋
悠
依
選
手
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
参
加
。

約
二
百
五
十
名
の
参
加
者
は
旧
知
の
方
々
や
新
し
く
出

会
っ
た
方
々
と
、
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
滋
賀
」
七
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

「
こ
こ
滋
賀
」
は
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日
の
開

設
か
ら
今
年
で
七
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
十
月
二
十
六

日
（
土
）
に
は
開
館
七
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

滋
賀
県
北
部
地
域
（
長
浜
市
、
高
島
市
、
米
原
市
）
の

様
々
な
魅
力
を
発
信
す
る
「
北
琵
琶
湖
ま
つ
り
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
三
遊
亭
わ
ん

丈
さ
ん
に
よ
る
落
語
会
や
、
滋
賀
県
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
兼
業
農
家
集
団
「O

N
E SLA

SH
/R

IC
E IS 

C
O

M
ED

Y

」
に
よ
る
「
ゲ
リ
ラ
炊
飯
」
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
北
部
地
域
三
市

の
観
光
協
会
、
経
済
団
体
な
ど
に
よ
る
特
産
品
販
売
や

地
酒
の
試
飲
販
売
会
な
ど
も
実
施
。
約
七
千
五
百
名
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
県
北
部
地
域
の
魅
力
を
堪
能
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
新
年
会

開
催
の
お
知
ら
せ

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
寿
ぎ
、
左
記
に
よ
り
新
年
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
ご
来
臨
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

日
時
：
令
和
七
年
二
月
二
十
日
（
木
）

十
八
時
～
二
十
時

会
場
：
銀
座
ラ
イ
オ
ン

銀
座
七
丁
目
店

東
京
都
中
央
区
銀
座
七―

九―

二
〇

銀
座
ラ
イ
オ
ン
ビ
ル
六
階

電
話
：
〇
三―

三
五
七
一―

二
五
九
〇

ア
ク
セ
ス
：

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

銀
座
駅
徒
歩
三
分

Ｊ
Ｒ

有
楽
町
駅
徒
歩
七
分

新
橋
駅
徒
歩
七
分

会
費
：
八
千
円

新
年
会
へ
の
出
欠
ご
回
答
の
お
願
い
：
同

封
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
て
令
和
七
年
二
月

十
日
（
月
）
迄
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

↑近江ゆかりの会 懇談の様子

↑大橋選手と三日月知事↑三遊亭わん
丈師匠の高座

←「ゲリ
ラ炊飯」
パフォー
マンス

→外国か
らのお客
様も多数
楽しまれ
ていまし
た



特別ゲストとして

身
者
以
外
の
方
も
参
加
。
彦
根
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
田
原
総
一
朗
氏
も
交
え
て
、
熱
い
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
大
学
教
授
を
大
解
剖
」

十
月
十
五
日
（
火
）
開
催

講
師
：
藤
居
俊
之
氏
（
東
京
科
学
大
学
教
授

東
京
姉

水
会

当
会
会
員
）

東
京
姉
水
会
（
虎
姫
高
校
同
窓
会
）
を
中
心
に
、
講

師
を
含
め
十
名
で
開
催
。
現
役
大
学
生
か
ら
七
十
代
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
大
学
の
研
究

と
は
」
と
い
う
講
演
で
は
、
大
学
教
員
の
特
徴
や
現
役

教
員
の
抱
え
る
問
題
点
な
ど
、
率
直
な
内
容
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
少
人
数
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
会
で
あ
っ
た
た

め
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
質
疑
応
答
が
盛
ん
に
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
近
江
の
健
康
食
」十一

月
十
一
日
（
月
）
開
催

講
師
：
山
野
善
正
氏
（
香
川
大
学
名
誉
教
授

当
会
会

員
）香

川
大
学
名
誉
教
授
の
山
野
善
正
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
近
江
の
健
康
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
滋
賀
の
健
康
食
や
「
湯
葉
」

「
麩
」
な
ど
の
新
た
な
健
康
食
材
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
お
麩
を
し
っ
か
り
味

「ここ滋賀」×東京滋賀県人会 関係人口交流プロジェクト

「幻の安土城、デジタルアーカ
イブ復元秘話」

東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
、
滋
賀
の
関
係
人

口
（
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、

観
光
に
来
た
「
交
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地

域
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
）
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
「
こ

こ
滋
賀
」
と
協
力
し
て
、
令
和
六
年
度
に
合

計
十
回
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
会
場
は
毎
回
「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
レ
ス
ト

ラ
ン
「
近
江
牛
も
り
し
ま
「
寛
閑
観
」
こ

こ
滋
賀
」
）

九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
、
以
下
の

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
幻
の
安
土
城

デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
復
元
秘
話
」

九
月
十
七
日
（
火
）
開
催

講
師
：
志
水
敏
泰
氏
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式

会
社
）
・
八
木
克
人
氏
（
Ｅ
ｈ
ｉ
ｇ
ｔ
ｒ
ｅ

ｅ

元
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社
）

近
江
八
幡
市
と
共
同
で
制
作
し
た
Ｖ
Ｒ
の

秘
話
と
安
土
城
跡
近
く
の
「
信
長
の
館
」
で

上
映
さ
れ
て
い
る
Ｖ
Ｒ
を
紹
介
。
史
料
や
発

掘
調
査
の
成
果
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て

安
土
城
の
姿
を
再
現
し
た
の
か
、
そ
の
舞
台

裏
が
明
か
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇

親
会
に
は
、
学
生
か
ら
九
十
代
、
滋
賀
県
出

「近江の健康食」集合写真

わ
い
た
い
」
「
懇
親
会
が
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後

の
懇
親
会
で
は
近
江
牛
や
地
酒
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
同
士
の
活
発
な
異
業
種
交
流
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

「
シ
ガ
ー
ル
の
会
」
忘
年
会

十
二
月
十
五
日
（
日
）
開
催

幹
事
：
浜
本
規
子
理
事

「
シ
ガ
ー
ル
の
会
」
は
二
〇
一
七
年
（
平
成

二
十
九
年
）
に
滋
賀
ゆ
か
り
の
女
性
の
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
多

様
な
方
々
が
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
滋
賀
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
語
り
合
い
、
学
べ
る
文
化
サ
ロ
ン
と
し

て
、
小
中
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ィ
ー

を
企
画
し
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
十
五
日
に
忘
年
会
を
開
催
し
、
近
況

報
告
や
次
回
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
月
に
は
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
り
、

特
別
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。

次
回
一
月
十
三
日
（
月
・
祝
）
【
滋
賀
の

歴
史
夜
話
①
】
「
豊
臣
秀
長
の
生
涯
と
近

江
」
＠
「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
。
ぜ
ひ
ご
参
加

を
！

詳
細
は
県
人
会
事
務
局
ま
で
。

「大学教授を大解剖」

「近江の健康食」

「シガールの会」忘年会

←次回1月13日開催
「滋賀の歴史夜話」
詳細はこちら！



理
事
会
長

塚
本

弘

大
津
市

理
事
副
会
長

内
田

真
由
子

大
津
市

加
藤

真

栗
東
市

専
務
理
事

春
山

俊
宏

大
津
市

常
務
理
事

上
林

好
一

東
近
江
市

新
田

崇
信

長
浜
市

藤
田

進

甲
賀
市

村
長

大
樹

大
津
市

森
岡

進
一近

江
八
幡
市

理
事

居
川

信
彦

長
浜
市

伊
藤

彰
彦

彦
根
市

植
野

克
美

彦
根
市

大
髙

道
也

大
津
市

岡
山

俊
明

竜
王
町

片
山

麗
児

大
津
市

谷
口

弘
和

竜
王
町

寺
出

昌
弘

中
央
区

中
村

守

長
浜
市

浜
本

規
子

大
津
市

平
塚

一
弘

多
賀
町

廣
岡

健
司

甲
賀
市

深
津

伸
子

東
近
江
市

舩
越

勝
英

大
津
市

正
村

勲
一

彦
根
市

的
場

昭
光

米
原
市

吉
田

泰
久

多
賀
町

監
事

大
嶋

英
寿

長
浜
市

小
寺

茂
樹

大
津
市

審
議
役

石
塚

裕
一

野
洲
市

岩
見

紀
美
子

彦
根
市

小
河

友
香

甲
賀
市

北
村

昇
大

甲
賀
市

國
枝

健
一

守
山
市

辻

知
英

長
浜
市

西
山

忠

豊
郷
町

福
重

伯
枝

大
津
市

前
田

博
近
江
八
幡
市

森
嶋

明
奈

米
原
市

矢
野

里
枝

長
浜
市

吉
澤

寛

東
近
江
市

最
高
顧
問

鹿
取

源
三

米
原
市

小
林

洋
一

大
津
市

静
永

純
一

甲
賀
市

特
別
顧
問

岩
永

峯
一

甲
賀
市

川
端

達
夫近

江
八
幡
市

顧
問

一
花

薫

長
浜
市

小
林

忠
良

高
島
市

下
村

篤
嗣

彦
根
市

堤

義
明

愛
荘
町

中
西

賢
次
郎東

近
江
市

野
田

健

大
津
市

降
籏

洋
平近

江
八
幡
市

前
川

一
郎

長
浜
市

山
田

誠
浩

大
津
市

（
五
十
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謹 賀 新 年

上写真：⾧浜盆梅展（⾧浜市）
表紙写真：伊吹山とドクターイエ
ロー（米原市）
写真提供：（公社）びわこビジター
ズビューロー

アインズ㈱東京支店
Ascent Business Consulting㈱
㈱壱三壱
伊藤忠商事㈱
㈱永昌堂
エステックサービス㈱
ENWA㈱
㈱近江ミネラルウォーターサービス
太田酒造㈱東京営業所
大塚オーミ陶業㈱
大星岡村㈱
㈱オクタゴン
㈱叶匠寿庵
㈱鹿深サービス

川島酒造㈱
木村水産㈱
丘峰喫茶店・能美舎
協同組合ビジネス21支部
（一財）近畿健康管理センター東京事業部
元三フード㈱
江州技研㈱
㈱光洋社
(公財)湖国協会
こころ農園
㈱三和開発
滋賀近交運輸倉庫㈱
㈱滋賀銀行東京支店
滋賀県青年団体連合会
滋賀県東京本部

㈱静永事務所
清水惣㈱
社会保険労務士法人久禮事務所
昭和西川㈱
㈱数寄和
ゼッタリンクス㈱
㈱大生産業
㈱髙島屋日本橋店
たねやグループ
チョーギン㈱
㈱トランプ
中田商店
㈱ナカノアパレル
⾧浜浪漫ビール㈱

㈱西川
日本ロジテム㈱
㈱布引焼窯元
農事組合法人グリーンティ土山
(一財)東日本橋真宗会堂維持財団
(公社)びわこビジターズビューロー
㈱びわこフード
㈱マルヨシ近江茶
メルクロス㈱
森島商事㈱
柳屋ビルディング㈱
ヤマ庄陶器㈱
㈱RoseUniverse

東京滋賀県人会 法 人 会 員の 皆 様 の ご 紹介

（令和6年12月現在 五十音順 敬称略）


